
第 2回 スー１★GP

模範解答 主催：北九州市教育委員会

問題 1（配点 2点）

3 × 3 × 3 × 3 × 5 × 13

※順番は問わない

問題 2（配点 2点）

44 ◦

問題 3（配点 1 + 2点）

(1) 2025 (2) 1000

問題 4（配点 2点）

7

問題 5（配点 2点）

x = −13
3

, y = 11
3

問題 6（配点 2点）

2025/ 9 / 25 = 9

問題 7（配点 2点）

100 本
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第 2回 スー１★GP

模範解答 主催：北九州市教育委員会

問題 8（配点 3点）

1

1 4
+ 1

3 5
= 1

10
※ 14と 35が逆でもよい

問題 9（配点 3点）

SHU = 957

問題 10（配点 3点）

19, 24, 49, 99

問題 11（配点 3点）

694 通り

問題 12（配点 3点）

216 cm3

問題 13（配点 4点）
※積が最小になる解答の例

1 6 20

12 5 2

10 4 3

8 3 5

1 20 6

15 2 4
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第 2回 スー１★GP

模範解答 主催：北九州市教育委員会

問題 14（配点 4点）
（解 1）

GH, GIと BCの交点をそれぞれ P,Qとし, その中点をMとする. PQ = tとお
く．三角形GPQは正三角形であるからGQ = tであり，GQと ECは平行なので，
DQ : DC = GQ : EC = t : 1である．これと DC = 3より DQ = 3t，よって
CM = CD − DQ + QM = 3 − 3t + 1

2t = 3 − 5
2tが成り立つ．一方，Mは BCの中

点でもあるから CM = 2であり，2 = 3 − 5
2tより t = 2

5 が得られる．これより，
CP = CM+MP = 2 + 1

2t =
11
5 である．

GHと ACの交点を Rとおくと，HR = GP = 2
5，PR = PC = 11

5 であるから，
GH = PR− HR−GP = 11

5 − 2
5 −

2
5 = 7

5であり，これが求める長さである．
（解 2）

CEと GIは平行なので，∠CED = ∠EGIである．これより

∠CDE = 180◦ − ∠DCE− ∠CED = 180◦ − 60◦ − ∠EGI

= 120◦ − (∠EGH+ ∠HGI) = 60◦ − ∠HGI

であり，∠CDEと∠HGIの和は 60◦である．これと∠ECD = ∠HEG = 60◦より，
三角形GHEを相似拡大して三角形CDEとつなげると一辺の長さが 3の正三角形に
なることが分かる．このとき，GEは正三角形の一辺に対応し，HEは正三角形の一
辺からCEを引いたものに対応するのでGE : HE = 3 : 2, これよりDG : GE = 2 : 3
が分かる.
三角形AFE, BDF, CEDの面積は三角形ABCの 3

4 ×
1
4 = 3

16倍であるから，三角形
DEFの面積は三角形ABCの 1− 3× 3

16 = 7
16倍である．同様に，三角形DGI, EHG,

FIHの面積は三角形DEFの 2
5 ×

3
5 = 6

25倍であるから，三角形GHIの面積は三角形
DEFの 1− 3× 6

25 = 7
25倍である．

したがって，三角形GHIの面積は三角形ABCの 7
16 × 7

25 =
(
7
20

)2倍であるから，
三角形ABCとGHIの相似比は 1 : 7

20であり，これより三角形GHIの一辺の長さは
4× 7

20 = 7
5である．

答：7
5cm
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第 2回 スー１★GP

模範解答 主催：北九州市教育委員会

問題 15（配点 4点）
（解 1）
もとのチョコレートの形は，36角形であり，どの内角も 90◦か 270◦である．チョ
コレートを長方形に分割する場合，この 36角形の頂点はすべて，いずれかの長方形
の頂点になっている必要がある．8個以下の長方形の頂点は全部で 4 × 8 = 32個以
下なので，8個以下の長方形に分割するのは不可能である．
（解 2）
一番上のマスが黒になるように各マスを白黒で交互に塗ると，黒マスの方が 9個多
くなる．一方，マスにそった長方形の各マスを白黒で交互に塗ると，縦・横いずれ
かが偶数マスの場合は黒マスと白マスは同数になり，縦・横がともに奇数マスの場
合は黒マスと白マスいずれかが 1個だけ多くなる．
よって，もしチョコレートを 8個以下の長方形に分割できたとすると，黒マスと白
マスの個数の差は最大でも 8個になり矛盾する．したがって，8個以下の長方形に分
割するのは不可能である．

（解 3）
図のA, B, C, D, Eと書かれたマスに着目する．異なる文字は同じ長方形に含める
ことができない. 同じ文字は 2個または 4個あるが, これを 1つの長方形に含める場
合, かならず中央のマスXを含むことになるので, A, B, C, D, Eの 5種の文字のうち
それができるのは 1種の文字だけである. よって, 分割後の長方形は, 1 + 2 × 4 = 9
個以上必要であり，8個以下の長方形に分割するのは不可能である．

A

A

B

B

B

B

C

C

C

C

D

D

D

D

EE X
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